
ネ
末
蘭
子
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生
涯
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判
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一
人
○
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定
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【本
体
二
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五
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（税
別
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二
〇

一
四
年

一
〇
月

刊
行
予
定

】

緒
方
郁
蔵

（
一
人

一
四
～

一
八
セ

一
）
は
、
備
中
で
生

ま
れ
、
地
塾
に
入
門
し
、
分
く

の
医
書
を
翻
訳
。
洪
港

の
義
兄
弟
と
な
り
、
医
師
と
し
て
開
業
す
る
傍
ら
、
独

笑
軒
塾
を
開

い
た
。
除
痘
館
で
種
疸
の
普
及
に
尽
力
し
、

土
佐
落
開
成
館

の
医
局
教
頭
や
大
阪
医
学
校
で
翻
訳
や

教
育
に
従
事
す
る
。

生
涎

二
〇
〇
周
年
に
あ
た
り
、
緒
方
郁
蔵

の
真
摯
に
生

き
た
生
涯
を
、
遠
さ
れ
た
者
書
や
資
料
を
丹
念
に
読
み

解
く
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。

は
じ
め

に

第
１
章

生
い
立
ち
―

誕
生
か
ら
適
塾
入
門
ま
で

の
漢
学
塾

第
１
節

生
い
立
ち
―
と
家
族
の
動
向
と
山
鳴
大
年

第
２
節

江
戸
に
お
け
る
漢
学
塾

，

昌
谷
精
渓
塾
と
蘭
学
塾

・
坪
井
信
道
塾

第
３
節

郷
里
に
お
け
る
蘭
学
修
行

マ
字
書
」
の
筆
写

――

「ゾ
ー
フ
・
ハ
ル

第
４
節

緒
方
郁
蔵
の
適
塾
時
代

第
５
節

養
子
問
題
と
洪
庵
と
の
義
兄
弟
―
緒
方
姓
を
名
乗
る

第
２
章

独
笑
軒
塾
の
開
塾
と
そ
の
展
開・

塾
則

・
場
所

第
１
節

独
笑
軒
塾
は
い
つ
で
き
た
か
十

年
代

第
２
節

ど
ん
な
人
が
入
門
し
た
か

‐―

「門
生
姓
名
」
二
十
音
順
検
索

第
３
節

序
痘
館
事
業
に
加
わ
る

第
４
節

緒
方
郁
蔵
の
医
学
研
究
―
著
書
や
写
本
か
ら
み
て

″ら
み
た
医
学
思
想

第
５
節

医
は
仁
術
―
か
岬方
郁
蔵
蔵
の
書
軸
な
ど
ハ

第
６
節

独
笑
軒
塾
時
代
の
出
来
事
か
ら
み
た

緒
方
郁
蔵
の
人
と
な
り

第
３
章

上
佐
藩
の
医
学

・
洋
学
研
究
と
緒
方
郁
蔵

第
１
節

大
坂
に
お
け
る
土
佐
藩
の
仕
事
―
妾
政
の
辞
令

―

慶
応
二
～
四
年

（明
治
元
年
）

第
２
節

土
佐
本
藩
勤
務
時
代
，
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第

４
章

大
阪
医
学
校
時
代

E―mail:っub@shibunkaku

第
１
節

明
治
天
皇
の
行
幸
と
病
院
建
設

第
２
節

大
阪
仮
病
院

（第

一
～
二
次
）
の
開
設

第
３
節

大
阪
府
病
院
と
大
阪
府
医
学
校
病
院
の
開
設

第
４
節

大
名
の
診
察

第
５
節

緒
方
郁
蔵
没
後
の
緒
方
家―

―
子
ど
も
た
ち
と
道
平
の
家
族

第
６
節

緒
方
郁
蔵
を
め
ぐ
る
人
た
ち

第

５
章

資
料

緒
方
郁
蔵
年
表

こ
に
し

・
よ
し
ま
ろ
‥
除
痘
館
記
念
室
専
門
委
員

（緒
方
洪
庵
記

念
財
国
内
）
。
橋
本
ま
ち
か
ど
博
物
館
長
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